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第１３期       古代史連続講座予定         東大阪文化財を学ぶ会 

 
２０２０年度テーマ 『日本書紀』完成１３００年 日本の古代はどこまで解明できたか 

 ＊講師などの都合により日程、内容、会場などを変更する場合があります。予めご了承下さい。 
 ＊講座の会場は原則、大阪商業大学谷岡記念館１階、河内の郷土文化サークル室です。 
 ＊参加費は東大阪文化財を学ぶ会員は無料です。一般参加者は資料代として１０00 円いただきます。 
  但し、遠方からの講師招聘、特別講演会を開催する際は、参加費を徴収させていただきます。 
 ＊講座参加についての事前申し込みは不要です。当日、直接会場にお越しください。 
 ＊ミニ歴探＆サロンの日程・内容は、ホームページ（「歴史と街かど」で検索）、会報に掲載します。 
  参加されたい方は、集合場所に間に合うように参集してください。事前申込は不要です。 
 ＊歴史探訪、古代史講座についてのお問い合わせは、大阪商業大学には問い合わせずに、 
  E-mail minami56a1212@fuga.ocn.ne.jp または、 

ホームページ（「歴史と街かど」で検索）http://minami56.sakura.ne.jp/）をご覧下さい。 
   

 

 
 

 

   

  回 

 

  

  日   時 

 

      

        テ ー マ・講   師 

 

    

  会 場     

  

  １ 

 
 

４月１８日（土） 

午後１時２０分～ 
 

縄文時代の不思議な遺跡あれこれ見聞録 
 
講師 清水 常男（古代史研究家） 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 

 

  ２ 

 
 

５月３０日（土） 

午後１時２０分～ 
 

垣間見る。古市百舌古墳群の時代   
・『仁徳紀』堀江掘削記述の怪。後世の誤解を生む   
・多量出土の埋納鉄製武器、工具の鍛造加工の地は    
 講師 品川 清（吉備古代史研究家） 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 
 

  ３ 

    
 

６月２０日（土） 
午後１時２０分～ 
 

 『日本書紀』神功皇后紀を読む～実在した神功皇后～ 
 講師 保井 温（哲学者、立命館大学）  

著書『千四百年の封印 聖徳太子の謎に迫る』など 

大商大谷岡記念館 
郷土文化サークル室 
 

  ４
  
 

７月１８日（土） 

午後１時２０分～ 
 

 倭国の乱と磐井の乱 
 
講師 室伏志畔（「奪回・古代研究」を主宰） 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 
 

  ５
   

９月１９日（土） 

午後１時２０分～ 
 

 「隠された五芒星」～法隆寺の秘密を暴く～ 
  
 講師 清水 守民（ペンタクロス研究所） 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 

  ６
   

１０月３１日（土） 

午後１時２０分～ 
 

『日本書紀』成立と東アジアの情勢 
講師 いき 一郎（元沖縄大学） 
著書『藤原不比等』『継体天皇を疑う』など 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 

  ７ 

 
 

１１月２１日（土） 

午後１時２０分～ 
 

行方不明の古代山城「長門城」発見される 
講師 内倉 武久（古代史研究家） 
著書『太宰府は日本の首都だった』など多数 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 
 

  ８
   
 

１月３０日（土） 

午後１時２０分～ 
 

藤原不比等と水族 ～河童考～ 
講師 德永 裕二（古代史研究家） 
 著書『外道まんだら』など 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 
 

 ９ ２月２０日（土） 

午後１時２０分～ 
 

平安京・文化都市京都の歴史を辿って 

講師 山科 威（古代史研究家） 

著書『邪馬台国二代 目女王 台与』など 

大商大谷岡記念館 

郷土文化サークル室 
 

１０
  
 

３月２７日（土） 

午後１時２０分～ 
 

古代史おさらい控え帳 
『日本書紀』天武紀を読む～倭国から日本国へ～ 

 講師 南 光弘（歴史案内人） 

未定 
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